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委
員
会
報
告

委員会報告は、シリーズで毎号順番に１つの委員会を大きく取り上げて紹介します

大塚秀喜委員長 勝田道雄副委員長 増田　昇委員 橋本位知朗委員 鈴木好史委員 増田　豊委員

桜
川
市
議
会
議
員
は
、
全
議
員
が
い
ず
れ
か
の
常
任
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
審
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
審
査
内
容
や
各
委
員
会
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

総務常任委員会では、８つの所管（市長公室・総務部・議会事務局・会計課・

選挙管理委員会・固定資産評価審査委員会・公平委員会・監査委員）に属する

事項並びに他の委員会に属さない事項を調査・審査します。

４５

　
﹁
桜
川
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
﹂
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
家

庭
系
ご
み
の
排
出
方
法
、
排
出
さ
れ

た
資
源
物
の
所
有
権
、
持
ち
去
り
禁

止
の
条
項
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
今
後
の
ご
み
の

有
料
化
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

　
十
一
月
二
十
一
日
、
茨
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
を
変
更

ご
み
の
出
し
方
や
所
有
権
、
ご
み
の
有
料

化
に
つ
い
て
協
議

　
十
二
月
二
日
、
現
在
ま
で
合
併
特

例
債
事
業
と
し
て
﹁
多
目
的
複
合
施

設
建
設
事
業
﹂
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
少
し

で
も
負
担
軽
減
が
可
能
な
補
助
事
業

と
し
て
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
﹁
景

観
形
成
総
合
支
援
事
業
︵
魅
力
的
な

歴
史
的
風
致
を
持
つ
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
支
援
事
業
︶﹂
を
取
り

入
れ
た
と
の
説
明
を
受
け
、
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
事
業
費
の
三
分
の
一

に
当
た
る
三
、
〇
五
〇
万
円
が
国
庫

補
助
金
と
し
て
交
付
を
受
け
、
実
施

設
計
及
び
真
壁
中
央
公
民
館
・
歴
史

民
俗
資
料
館
・
母
子
セ
ン
タ
ー
の
解

体
撤
去
工
事
を
補
正
予
算
に
よ
り
行

う
と
の
こ
と
で
す
。

　
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

経
費
節
減
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

多
目
的
複
合
施
設
の
実
施
設
計
で

は
、
お
年
寄
り
や
障
害
者
の
方
が
ス

ム
ー
ズ
に
車
で
の
乗
降
が
で
き
る
よ

経
費
節
減
の
た
め
、
景
観
形
成
総
合
支

援
事
業
を
導
入

う
配
慮
し
た
施
設
設
計
に
な
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
元
真
壁
農
協
支
店
の
東
側

道
路
か
ら
の
大
型
バ
ス
進
入
計
画
に

つ
い
て
は
、
検
討
を
依
頼
し
ま
し
た
。

し
た
と
い
う
説
明
を
受
け
、
審
議
し

ま
し
た
。

　
変
更
点
は
、
広
域
連
合
の
議
会
議

員
定
数
を
現
行
の
二
十
二
人
か
ら
四

十
四
人
に
改
め
、
議
員
は
関
係
市
町

村
の
議
会
議
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
一
名

を
選
挙
し
、
円
滑
な
運
営
の
た
め
市

町
村
長
の
代
表
者
で
組
織
す
る
協
議

組
織
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
現
議
員

の
任
期
満
了
日
が
平
成
二
十
一
年
三

月
十
九
日
の
た
め
、
関
係
市
町
村
は

平
成
二
十
一
年
二
月
十
七
日
か
ら
三

月
十
八
日
の
間
に
選
挙
を
行
う
旨
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

規
約
及
び
筑
北
環
境
衛
生
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
事
務
効
率
の

観
点
か
ら
合
併
後
の
市
の
区
域
に
合

わ
せ
た
組
織
に
変
更
す
る
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

︵
委
員
長 

萩
原
　
實
、
副
委
員
長 

風
野
和
視
、
委
員 

林
　
悦
子
・
横
田
　
衛
・
川
那
子
秀
雄
・
高
田
重
雄
︶

文
教
常
任
委
員
会

︵
委
員
長 

小
高
友
徳
、
副
委
員
長 

古
川
静
子
、
委
員 

菊
池
節
子
・
小
林
正
紀
・ 

相
田
一
良
・
潮
田
新
正
︶

建設経済常任委員会は継続調査中のため次号に掲載します

　
十
一
月
二
十
一
日
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
と
対
応
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
一
日
当
た
り
の
平

均
利
用
者
数
は
七
三
・
三
人
と
、
当
初

見
込
み
の
一
二
〇
人
よ
り
少
な
い
状
況

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
料
金
収
入
が
当
初

次
期
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
を

慎
重
に
進
め
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た

　
現
在
稼
動
中
の
電
算
シ
ス
テ

ム
は
、
平
成
二
十
一
年
度
末
に

契
約
満
了
を
迎
え
る
た
め
、
情

報
化
推
進
委
員
会
等
、
庁
内
組

織
に
お
い
て
調
査
研
究
を
行

い
、
電
算
シ
ス
テ
ム
研
究
会
報

告
書
を
精
査
し
た
結
果
、︵
株
︶

茨
城
計
算
セ
ン
タ
ー
の
提
供
す

る
業
務
シ
ス
テ
ム
が
適
し
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
調
達
に
際
し
て
は
、
経
費
が

か
か
ら
な
い
安
全
な
シ
ス
テ
ム

構
築
を
慎
重
に
進
め
る
よ
う
、

要
望
し
ま
し
た
。

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
利
用
者
増
加
を

デマンド型乗合タクシーの利用登録について

　デマンド型乗合タクシーを利用するためには、

事前登録（無料）が必要となります。利用希望の

方は下記までご連絡ください。

 ◎桜川市役所 　代表TEL 0296-58-5111
 （大和庁舎：企画課、岩瀬庁舎：地域窓口課、

真壁庁舎：地域窓口課）

 ◎桜川市岩瀬商工会、桜川市真壁商工会、

　 桜川市大和商工会

予
算
額
を
下
回
り
、
市
の
負
担
が
増
加

す
る
見
込
み
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
こ
の
現
状
を
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
継
続
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進

と
、
利
用
者
増
加
の
た
め
の
対
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

元真壁農協支店の東側道路の大型バス進入計画を検討中


